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国際交流委員会では、近年BRICs諸国に海外物流調査団を派遣してきたが、H21年度
のブラジルをもって一巡した。H22年度は、NEXT-11やVISTA諸国と言われるトルコ
の調査を決定し、10月9日から16日まで調査団を派遣した。この度、その報告書「トル
コ物流事情調査」が完成し、会員各社に報告書1冊を送付、および東京と大阪にて「報
告会」の開催を決定したので、お知らせする。

参考までに報告書の目次を以下に掲載するが、トルコはイスラム国でありながら政教分
離を国是とし、現在、北アフリカや中東のイスラム国が揺れ動くなか、政権が安定してお
り、経済的にも2004年以降インフレ率10％以下と安定している。また、人口7千万人を有し
平均年齢28歳と若くてパワーがあふれており、地理的にも欧州とアジアの両方にまたがり
欧州の工場と言われている。是非、「報告会」に参加頂き、また「報告書」をお読み頂
き、トルコ物流事情に関する知識向上の一助として頂ければ、幸甚である。
＊「トルコ物流事情報告会」3月14日(月) 13:00～全印健保会館（東京）、3月18日(金) 13:00～AP梅田（大阪）

トルコ物流事情調査
「報告書」の完成と「報告会」開催のお知らせ

国際交流委員会


